
君 と つ ば さ

会
奨
学
生
の
家
庭
が
放
映
さ
れ

た
こ
と
▼
昨
年
秋
以
降
の
急
速

な
経
済
の
落
ち
込
み
が
、
家
計

と
奨
学
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
か
を
テ
ー
マ
に

し
た
も
の
。
高
校
生
3
人
を
抱

え
た
家
計
は
、
奨
学
金
が
あ
っ

て
も
や
り
く
り
は
厳
し
い
。
進

学
に
は
不
安
を
感
じ
、
「
親
と

し
て
の
支
援
は
困
難
、
判
断
は

子
ど
も
た
ち
に
委
ね
る
」
と
お

母
さ
ん
が
淡
々
と
述
べ
て
お
ら

れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
▼
も

う
一
つ
は
、
本
会
の
創
立　
40

周
年
を
記
念
し
て
発
刊
し
た
単

行
本
『
お
母
さ
ん
た
だ
い
ま
奮

闘
中
』
の
こ
と
。
機
関
紙
に
連

載
さ
れ
た
記
事
を
編
集
し
た
も

の
で
、
大
黒
柱
を
失
っ
た　
42

人
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
い
ろ
い

ろ
な
職
業
に
つ
き
、
子
育
て
に

専
念
し
て
い
る
様
子
が
読
者
の

心
を
打
つ
内
容
だ
。
通
信
社
か

ら
配
信
さ
れ
、
多
く
の
新
聞
が

掲
載
し
た
こ
と
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
続
い
て
い
る
▼
日
ご
ろ
仕

事
で
、
奨
学
生
が
高
校
や
大
学

を
退
学
す
る
書
類
を
多
く
目
に

す
る
。
つ
ら
く
残
念
な
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
る
。
授
業
に
つ
い

て
い
け
な
い
、
専
修
学
校
な
ど

に
変
更
し
た
い
、
授
業
料
が
払

え
な
い
な
ど
の
理
由
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
悩
ん
だ
末
の
結
論

で
あ
り
、
複
雑
な
要
因
が
絡
み

合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
▼
尊

重
す
べ
き
判
断
だ
と
は
思
う
が
、

し
か
し
、
せ
っ
か
く
努
力
を
し

て
入
学
し
、
高
い
学
費
を
納
付

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
残
り
の

数
年
を
辛
抱
し
て
ほ
し
い
と
の

願
い
は
強
い
。
な
に
よ
り
も
、

進
学
の
た
め
に
一
番
奮
闘
し
て

き
た
お
母
さ
ん
を
悲
し
ま
せ
る

こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。

　

奨
学
生
の
お
母

さ
ん
に
関
す
る
報

道
を
二
つ
紹
介
し

よ
う
。
一
つ
は
、

民
放
テ
レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
番
組
で
本

交通遺児育英会機関紙
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財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

は
、
5
月　

日
の
第
1
回
臨
時

25

評
議
員
会
で
、
任
期
満
了
に
伴

う
理
事
、
監
事
を
改
選
し
、
5

人
の
理
事
（
再
任
3
人
、
新
任

2
人
）、
2
人
の
監
事
（
再
任
、

新
任
各
1
人
）
を
選
任
し
た
。

　

そ
の
後
、
6
月　

日
の
第
2

16

回
臨
時
理
事
会
で
、
理
事
の
互

選
に
よ
り
、
会
長
に
清
水
司
理

事
、
理
事
長
に
中
根
晃
理
事
が

そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

　

3
期
目
を
迎
え
た
清
水
会
長

は
、
就
任
に
あ
た
っ
て
、
そ
の

抱
負
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド

ル
の
解
消
を
積
極
的
に
図
っ
て

い
き
た
い
。
奨
学
事
業
は
大
切

な
事
業
で
あ
り
、
安
定
的
な
財

政
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い

き
た
く
、
ま
た
、
見
直
す
べ
き

と
こ
ろ
は
果
敢
に
改
善
し
て
い

き
た
い
」

渡辺学園理事長、元早稲田大学総長清水　　司（再任）会長

元実践女子大学教授、元都立梅ケ丘病院院長中根　　晃（再任）理事長

（財）交通遺児育英会常勤役員、前（財）交通遺児育
英会事務局長石橋　健一専務理事

サイテック アイ（株）代表取締役会長、（株）シャ
ローネ顧問有田　順一理事

元全日本中学校長会会長、（財）交通遺児育英会元
奨学生選考委員会委員・元評議員安齋　省一

元全国高等学校長協会会長、（財）交通遺児育英会
元奨学生選考員会委員・元評議員岡本　裕之

（財）東海交通遺児を励ます会会長、大宝運輸株式
会社代表取締役小笠原和俊

（社）日本青年奉仕協会会長、（財）交通遺児育英会
元評議員祐成　善次

元（社）日本自動車工業会理事・事務局長田中　　勲（新任）

公益財団法人公益法人協会常務理事、（財）交通遺
児育英会元評議員土肥　寿員

（財）東武鉄道共助会東武博物館専務理事・館長花上　嘉成

元文部省生涯学習局長、（財）交通遺児育英会奨学
生選考委員会委員長前畑　安宏（再任）

元全国専修学校各種学校総連合会事務局長、（財）
交通遺児育英会奨学生選考委員会副委員長・元評
議員

横山　　茂（新任）

全国高等学校長協会事務局長、元同会会長、（財）
交通遺児育英会元評議員、元奨学生選考委員会委
員

小栗　　洋（新任）
監事

公認会計士、元中央青山監査法人代表社員森井　通世（再任）

選任後の理事・監事 （敬称略・五十音順）

　

人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
と
節
目

が
あ
り
ま
す
。
高
校
生
に
な
っ

た
と
き
、
大
学
生
に
な
っ
た
と

き
、
と
も
に
大
き
な
節
目
で

す
。
学
校
で
の
勉
強
の
仕
方
も

変
わ
る
し
、
昨
日
ま
で
と
は
違

っ
た
、
社
会
人
と
し
て
の
行
動

が
要
請
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
、
節
目
を
迎
え
た
方
、

昨
年
、
一
昨
年
に
節
目
を
迎
え

た
方
も
そ
の
当
時
を
思
い
出
し

て
み
て
下
さ
い
。
高
校
生
の
3

年
間
は
心
の
仕
組
み
も
大
き
く

変
わ
り
、
節
度
を
も
っ
た
振
る

舞
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
年

齢
で
す
。
自
分
と
い
う
も
の
が

分
か
っ
て
き
て
み
ず
か
ら
進
路

を
選
び
、
今
の
自
分
を
手
に
し

た
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
身
体
の
内
部
か

ら
わ
き
上
が
っ
て
く
る
元
気
を

追
い
風
に
、
勉
強
な
り
部
活
動

な
り
に
若
さ
を
燃
焼
さ
せ
て
い

く
の
が
若
者
で
す
。
と
は
い
っ

て
も
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
中

学
・
高
校
生
は
何
か
思
い
つ
く

と
、
そ
の
ま
ま
実
行
し
て
し
ま

い
、
人
生
上
の
大
失
敗
を
し
か

ね
ま
せ
ん
。
実
生
活
の
中
で
い

く
つ
か
の
選
択
肢
を
探
し
だ
し
、

行
動
に
移
る
前
に
、
そ
れ
を
思

い
浮
か
べ
る
と
い
う
形
で
心
の

黒
板
に
書
き
出
し
、
そ
の
中
で

ベ
ス
ト
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選

ん
で
実
行
す
る
、
と
い
う
手
順

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
し
、
大

学
生
に
な
れ
ば
社
会
人
と
し
て

こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
心
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
魔
性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
消
極
性

が
顔
を
出
し
、
つ
い
学
校
を
休

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
勉
強
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
ゲ

ー
ム
を
続
け
て
し
ま
っ
た
り
な

ど
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
後
回
し
に
し
た
り
し
て
後

悔
す
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

後
悔
の
芽
を
少
し
で
も
減
ら

す
感
性
を
ど
う
培
っ
て
い
く

か
、
自
分
自
身
の
考
え
を
客
観

的
に
見
て
い
く
よ
う
努
め
て
く

だ
さ
い
。
自
分
の
決
め
た
目
標

に
向
か
っ
て
の
努
力
こ
そ
若
さ

の
特
権
で
す
。
努
力
に
は
迷
い

は
つ
き
も
の
で
す
。
文
豪
ゲ
ー

テ
は
悪
魔
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ

ス
の
口
を
借
り
て
「
人
は
努
力

し
て
い
る
限
り
迷
う
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

　

夜
、
森
の
中
で
道
に
迷
っ
た

ら
ど
う
し
ま
す
か
。
焦
れ
ば
焦

る
ほ
ど
、
同
じ
所
を
ぐ
る
ぐ
る

走
り
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
朝
が
来
な
い
夜
は
な
い
の

で
す
。
朝
に
な
れ
ば
目
の
前
に

展
望
が
開
け
、
目
的
地
に
す
ぐ

到
達
し
ま
す
。

　

人
生
で
の
迷
い
も
同
じ
で

す
。
勉
強
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
焦
っ
て
い
る
う
ち
に
意
欲
を

な
く
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

自
分
の
決
め
た
方
角
に
あ
る
は

ず
の
将
来
の
自
分
を
し
っ
か
り

見
つ
め
る
こ
と
、
皆
さ
ん
は
こ

れ
が
で
き
る
年
齢
に
達
し
て
い

る
の
で
す
。

　

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

は
、
6
月　

日
、
第
2
回
臨

16

時
理
事
会
と
第　

回
評
議
員

81

会
、
理
事
会
を
開
き
、
平
成

　

年
度
事
業
報
告
と
決
算
報

20告
を
承
認
し
た
。

　

●　

事
業
報
告

　

1　

奨
学
生
の
採
用

　
　

年
度
の
新
規
採
用
者
数

20
は
、
高
校
2
3
8
人
、
大
学
1

9
0
人
、
大
学
院　

人
、
専

12

修
学
校　

人
、
各
種
学
校
4

76

人
で
、
前
年
度
に
比
べ　

人
減

44

の
合
計
5
2
0
人
。
一
方
、
継

続
採
用
者
数
も
同
様
に
漸
減

し
、
貸
与
者
総
数
は
、
前
年
度

比　

人
減
の
1
6
3
3
人
と
な

69
っ
た
。

　

入
学
一
時
金
の
利
用
者
は
、

2
5
8
人
で
前
年
度
比　

人
77

減
だ
が
、
進
学
準
備
金
利
用
者

は　

人
で　

人
増
。

84

13

　

こ
の
結
果
、　

年
度
の
奨

20

学
金
、
入
学
一
時
金
、
進
学
準

備
金
の
貸
与
総
額
は
、
前
年
度

よ
り
7
3
4
5
万
円
減
の　
10

億
6
8
5
0
万
円
だ
っ
た
。

　

2　

奨
学
金
の
返
還

　

返
還
金
の
総
額
は　

億
9

10

8
4
9
万
円
で
、
返
還
率
は
前

年
度
か
ら
1
・　

％
悪
化
し

52

た　

・　

％
だ
っ
た
。

86

42

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
コ
ン
ビ

ニ
か
ら
も
返
還
可
能
な
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
昨
年　

月
か
ら

10

運
用
を
開
始
。
そ
の
結
果
、
昨

年
同
期
と
比
べ
返
還
件
数
は
大

き
く
増
加
し
、
返
還
金
額
も
微

増
し
て
、
全
体
の
落
ち
込
み
を

下
支
え
し
た
。
一
方
、
増
え
続

け
る
長
期
滞
納
案
件
に
は
、
電

話
催
促
お
よ
び
戸
別
訪
問
を
実

施
。
そ
の
結
果
1
5
5
件
の
案

件
を
解
消
し
た
が
、
該
当
の

9
・
7
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

3　

奨
学
生
の
補
導

　

高
校
奨
学
生
と
保
護
者
の
つ

ど
い
は
、
中
国
、
四
国
、
九
州

地
区
を
対
象
に
開
催
し
、
参
加

者
は　

家
族
1
0
3
人
、
参

40

加
率
は　

・
3
％
。
相
談
会

20

は
、
和
歌
山
、
北
海
道
な
ど
5

道
府
県
で
実
施
し
、
平
均
参
加

率
は　

・
4
％
だ
っ
た
。

25

　

5
年
目
を
迎
え
た
海
外
語
学

研
修
は
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
3
カ
国
に
計

　

人
を
派
遣
し
た
。

34
　

4　

資
金
造
成

　

寄
付
金
収
入
は
1
億
6
5
0

0
万
円
で
、
予
算
に
6
5
0
0

万
円
の
未
達
。
要
因
は
、
大
口

寄
付
者
が
な
か
っ
た
こ
と
と
景

気
急
落
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
募
金
箱
配
布
先
の

拡
大
、
寄
付
手
段
の
多
様
化
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

　

5　

第
2
次
長
期
事
業
計
画

の
推
進

　

公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対

応
、
旧
運
輸
省
か
ら
の
自
動
車

事
故
対
策
費
補
助
金
の
早
期
返

還
対
応
な
ど
、
第
2
次
長
期
事

１９年度２０年度２１年度
６７７人（１８９人）６３９人（１６５人）５７６人（１４６人）高校・高専
６７７人（１６８人）６６０人（１４５人）６６４人（１６５人）大学・短大
１８８人（　６３人）１７４人（　５８人）１７２人（　６８人）専修・各種
１,５４２人（４２０人）１,４７３人（３６８人）１,４１２人（３７９人）計

奨学生数の推移

（　）内は本採用者数で内数

（各年度とも６月１日現在数）

　

交
通
遺
児
育
英
会
は
、
予
約

決
定
者
の
中
で
、
今
春
、
上
級

学
校
に
入
学
し
た
3
7
9
人
の

本
採
用
を
決
定
し
、
6
月
1
日

付
で
通
知
し
た
。

　

本
採
用
者
は
、
高
校
1
4

5
人
、
高
専
・
専
攻
科
1
人
、

大
学
1
5
1
人
、
短
大　

人
、

14

専
修
学
校　

人
、
各
種
学
校

64

4
人
で
、
前
年
同
期
に
比
べ

　

人
の
増
加
と
な
っ
た
。

11
　

内
訳
を
学
校
種
別
に
見
る

と
、
大
き
く
減
っ
た
の
が
高

校
・
高
専
の　

人
減
。
逆
に

19

増
加
し
た
の
が
大
学
・
短
大
の

　

人
で
あ
る
。

20
　

2
年
以
上
の
継
続
採
用
な
ど

を
含
め
た
奨
学
生
の
総
数
は
、

高
校
5
5
5
人
、
高
専
・
専
攻

科　

人
、
大
学
6
3
0
人
、
短

21
大　

人
、
専
修
1
6
4
人
、
各

34
種
8
人
の
計
1
4
1
2
人
。
昨

年
同
期
に
比
べ　

人
減
。

61

　

こ
の
結
果
、
奨
学
生
総
数

中
、
大
学
・
短
大
が
高
校
・
高

専
を
上
回
る
傾
向
は
さ
ら
に
拡

大
し
、　

人
も
大
学
・
短
大
生

88

が
多
く
な
っ
た
。

　

毎
年
続
く
奨
学
生
の
減
少
に

は
、
交
通
事
故
死
者
数
の
減
少
、

遺
児
家
庭
把
握
の
困
難
化
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
本
会
で
は
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
生

徒
・
学
生
が
経
済
的
理
由
で
修

学
を
断
念
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。
な
お
、

在
学
採
用
は
現
在
も
受
け
付
け

中
で
、
い
つ
で
も
申
し
込
み
で

き
る
。

業
計
画
を
着
実
に
推
進
さ
せ
て

い
る
。
ま
た
、
本
会
の
知
名
度

向
上
の
た
め
、
今
年
3
月
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
て
一
般

公
開
。
同
時
に
、　

周
年
事
業

40

と
し
て
、
機
関
紙
連
載
記
事
を

単
行
本
『
お
母
さ
ん
た
だ
い
ま

奮
闘
中
』
に
ま
と
め
た
。

　

6　

事
業
見
直
し
懇
談
会
開

催
　

本
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
著

し
い
変
化
に
対
処
す
る
た
め
、

理
事
全
員
が
参
加
す
る
「
事
業

見
直
し
懇
談
会
」
を
昨
年　

月
10

に
発
足
さ
せ
、
海
外
語
学
研

修
、
つ
ど
い
、
学
生
寮
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

●　

収
支
決
算
状
況

　

事
業
活
動
収
支
差
額
は
、
主

に
遺
贈
等
の
大
口
寄
付
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
2
3
0
0

万
円
の
赤
字
。
投
資
活
動
収
支

差
額
は
、
奨
学
事
業
積
立
資
産

の
取
り
崩
し
等
に
よ
り
1
億
1

5
0
0
万
円
の
黒
字
。
財
務
活

動
収
支
差
額
は
、
国
庫
補
助
金

の
返
還
に
よ
り
1
億
3
0
0
0

万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
期
収
支
差
額

は
3
8
0
0
万
円
の
赤
字
と
な

っ
た
。

〔
お
こ
と
わ
り
〕「
奨
学
生
Ｑ
＆

Ａ
」
は
休
み
ま
す
。

新
理
事
、監
事
決
ま
る

今
年
度
の
予
約
本
採
用
３
７
９
人

奨
学
生
の
皆
さ
ん
へ

　

新
た
な
出
発

―
人
生
の
節
目
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を 
―

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会　

理
事
長　

中
根　

晃

理事会、評議員会　２０年度事業・決算報告を承認

田中　勲氏

理　事

横山　茂氏

理　事

小栗　洋氏

監　事

返還件数、コンビニ採用で大幅増返還件数、コンビニ採用で大幅増

清
水
会
長
、中
根
理
事
長
再
任

清
水
会
長
、中
根
理
事
長
再
任

清
水
会
長
、中
根
理
事
長
再
任

清
水
会
長
、中
根
理
事
長
再
任


